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マーケティング地理学(10

— その系譜と肢组------

高橋潤ニ郎

. 4 . 中 心 ’地 理 論

-— そ の 古 典 的 展 開 一 一 ‘. 1 ' : 』■. .  : ：( .
前節'において，柽験的珙実としての市場圏の存在に 

ついて述べてきたが，このような市場圏め存在は，空 

別的コンテクストにおける消®渚の行動に何らかの意 

:味での规則性があることを意味している。この規則性 

に翁 f l し，いくつかの砘論化が行われだが，その中そ， 

特にffi视きるべきは， いわゆる中心地理論 (central 
place th eo r y )であろ5 。同理論の宙典的展開は,いう 

までもなく， 19 3 3年刊行されたGhristallei‘ の Die 
Zeniralen Orte in SiiddeutsChland と-1941年発表され 

.た Loso,h O  Die raumliche Ordnung der W irtscliaft 
，によってfj:われた„ 両者の理論に,関する詳細な比較検 

:討はいま.だ十分とは言い難いが， ここでは， 最近の 

Berry, H a g g e t tの解釈にしたがって両者の珊論を对 

:能なかぎり総合して古典的中心地理論の概括化を試み 

.ょぅ。 ’

4 , 1 堆 ー 商 品 め 市 場 圈  

. 中 心 地 理 論 の 站 礎 を な す の は ， 取 一 商 品 の 市 場 圏 で  

•あ る 。 い ま 亦 有 界 の 冏 锊 空 卯 に 同 一 の 徭 袈 丨 lit線 を も つ  

消 赀 者 が 均 等 に 分 .亦 し て い る も の と し , こ の 空 I H j の 一  

点 に 商 店 が 立 地 し , 商 品 Q を 販 売 す る と し よ う a  Q の  

依 頭 伽 格 は P で あ る が , い ま * 麻 • 估 か ら 消 费 漭 ま で の  

輪 送 奴 を 消 費 杏 が 负 打 i す る と す れ ば ， 各 消 费 恶 は 夫 々  

の 商 仿 か ら の M i 離 が 火 と な る に し た が っ て 実 際 に は よ  

り 高 い 伽 格 で a を 購 入 す る こ と に な る 。 即 ち ， 消 赀 者  

伽 格 は 店 頭 伽 格 プ ラ ス 輪 送 跋 と い う こ と に な る 。 （ い  

ま , 堺 純 化 の た め に ， 职 離 の 堝 大 に と も な う 伽 格 め 上 界  

を m  7  i の よ う に 规 矩 し ょ う 。 細 か ら m の 距 離 に い る  

:們 戏 :名 は , . p の 代 り .に p + m t を 支 払 Iう も の .と す る 6 . 1 は ’

增位距離当り_ 送赀である）

この消赀者丨_•格の上界は当然消戏者の锘翦湿:に影矜 

を及ぽすだろうB 各消效着の個別需瘐丨丨丨I線を闻7 i iの 

ように仮矩しよう。 消找者は価格が?）な _ば の を  

p + m tならばq2 を夫々購入するだろう。 跗離が]l iに 

墒大し，？) + 4 に•なれば勝入散は0 となん前述のよ 

うに，この需耍丨丨丨丨線がすべての消赀者についてRJ— で 

あり，消赀若が均等分布しているならば，商店に対す 

る総需袈置は結局> 閃 8 のようないわゆる需迆雒であ 

らわされることになる。立地点を中心にして需奴は如 

辺にゆくにしたがって減少し, 跑離r め地点で0 とな 

る。いいかえれば，雄一商品の市場_ ぼ半径？■のH と 

なる。特定の店頭価格p に関する総需翦；i ：そのもの

は, ' 函 数 q —f ( p + m t ) を r ■まで猶分し，これを冏転.(3)
し，. 消费者密度. ' s を乘.ずれば_よい。，’

D =  s J [ J / ( p  +  ini)mdirti] d0o o  .
、いうまでもなく，D は分に依存し，ことなった?3に

よってことなったD が得られる。そこで , いぐつか

の f に対応するD をプロットすることによって;,!丨•抓
価格の函数とししての企業に関する総需袈曲線をW る

ことができよう。いまこのような総猫翦丨丨丨I線が閣9 の

D のような形であたえられたとしよう。平均骹州，限

m m , 更に啦界収入丨丨丨丨線が夫 A々C, MC, M R であ

たえられるならば，企業にとって最大利潤を確保する

販売if);は ( I ,価格はp となろう。総利潤がABC?)の斜

線部分であたえられることはいうまでもない。觅に商

店の経営上の採算が総需喪till線と長期平均赀川丨ill線と

9 関係に依存してぐることも指摘すべきであろう》阿

者が交叉しない場合，商;S は輪送贤を所与とするかぎ

り，姐頭伽格をひきさげないかぎり立如は不可能であ

ろう。逆に両者が交叉ないし接するかぎり立地可能で

.ぁる。 . . .

4 . 2 堆ー商品の市場_配置めパターン 

同一の需费I丨II線をもつ消赀者の均等分布を前提とし 

て职ー商品を販売する単一商店が立地する場合，その 

市場園が円形となる'ことは前述した通りであるが，r\i 
ー商跖を阪売する多数の商沾が競合的に立地する場介, 
その結來桢成される市場圈の配® はどうなるであろう. 
か。商店•数が少数な場合には問題はない。乎而上には 

いくつかの円形の市場圏が相！/;にはなれて存在するだ 

けである。夫々の商店は煅高の顷価格で最大可能の 

f好要を莩受するだろう. しかし超過需要があるかぎ，

•— -  53(1033) ——



1 1 1 距 離 r n2

図 9 . 総猫要丨1!丨線と赀用山丨線

Hugh D, Nourse, Regional Economics, 
1968, p. 3 5 にもとづく。

り，商店数は増大し，最終的に，平而はたがいに相接 

する半径r の円形の市場圈でみたされる。しかし乍ら， 

市場圈が円形であるかぎり，すべての消赀者を力ヴァ 

—することはできない。全消赀者の需要をみたすため 

には，市場圈は相互に犯极しなければならない。しか 

し，消费者が合理的であ0 , 完全に情報をあたえられ 

ていると仮走するならば，結局，この茁複部分は分割 

され，平面は，同一規校，形状の相互に:浪祓すること 

のない市場圈に細分されることになる。この場合の市 

埙阎の形状ど配丨沒がいかなるものとなるかは純粋に数 

亇的問題, 即ち， 「合同な正多角形で平而をすき間な 

く，しかも® 複することなく塊めつくすとすれば，い 

かなるパターンを形成するか」を解くことによって将 

られるであろう。これはいわゆる平而における正則タ 

イル張りの問題として知られる幾何学上の問題であ 

り，このような条件をみたす.了丨:多角形は三角形，正方 

形，六角形しかないことが証叨されている。したがっ 

て，間題はこの三*:つのバタ一ンのいずれが市場圈配敗 

として最適であるかを検i?'fすればよいことになる，こ

も . 販売蛰

の点について，六角形のパターシが他に比してより 

「経済的J であることは虹観的にも明らかであろう。

クリスターラー，レツシュはともにこの点に蒞Mし， 

雄一商p7丨，ないし琳ーサ一ビス機能の市堤圏の最適配 

置としていわゆる蜂の览型のパターンを主張したので 

ある。（図 10.)
競争を導入した場合，市場問はもはやトリではなく， 

六角形となる。 この結泶，估頭価格を所-(/-とするかぎ 

り，総需要は周辺の消赀渚を失うことによってさがる 

ことになる。 もし商店の市場参入が完全に尥山である . 
ならば，新しい商店の進出は空仙的辯争を激化させ， 

その結果個々の市場阍は见に小さくな！;，かつ総需贺 

もさがることは I 、うまでもな I 、。そして，煅終的に， 

総需毁丨丨丨丨線が平均费Jlj (111線と校する点におし、て均衡が 

成立する。即ち， この点において，平 if丨丨には烺大数の 

採算可能な最小規模の商席が立地し，その丨b 場丨頌は六 

角形になるであろう。

4 . 3 中心地の階層的配骰 .
前節までに，同質平而における印•-•商妬の市場冏が 

丨4 形となること，又，競中：巧の項入によって市場阎配 

置が六角形を驻礎市場とする峰の槊状パターンとな务 

ことを述べたが，これらはすべて部.一.の同钳的商品に- 
関するものであつた。商晶の祯類が-中•一ではなく，多 

数ある場合，市場圈配蹬はどうなるであろうか。この 

点について，まず言えることは，側々の栩類の商品は 

夫々ことなった店頭俪格と輸送押をもち，したがって， 

最大到連跑離が夫々ことなっているとしても，競争企 

業の存在を前提とする限り，各商品について，その市 

坳圈は六角形となりその紀於は蚱の见状パターンを形 

成する箱だということである。したがって，多数商品 

の市場_ 配跤の問題はこれら地— 形状ではあるが纏 

のことなる市場！̂の瓜介的パタ一ンがいかなる形式を

54 (1034)

もつかということに他ならない。いくつかの商品の市 

場阖が丨句一規校であるならば，当然，これら商‘の販 

売は向一の地点で行われることが堅ましいし，X ,規  

枚がことなるときも，それが可能であるならば,同一 

地点で販売されることが， より経济的であろう。 とこ 

ろで，いわゆる，占有の原?」!.から苦って，複数の商品 

が同一の地点で供給されることは不可能である。この 

益味で多数商品の市場圈配骹を扱う . ときは，われわれ 

はもはや琳一の地点に’おける单一の企業の立地を対象 

とザるのではなぐ，あるュ一リアを占める商店群の立 

地を問題とすることになる。いいかえれば議論がこの 

レヴヱルに移るとき，われわれの主題は個々の商店と 

その市場圈からいくつかの商店をもつ中心地 - （ない.し 

都市）と勢力圈（ないし部市圈） の階屑的配毀の問題 

にうつることになる。 ■
この意味での中心地とその勢力圈の階屈的配置に関 

して，現在，最も説得力ある仮説として広腌にうけい 

れられているのは，クリスタ一ラ一とレッ、ンユのそれ 

で ろ う . 両洛はともに，纏となる人丨ニ丨屮心地^)分 

布パタ一ンとして格子状め点パタ一ン.を想沿して，こ 

れら人丨1中心地のうちいくつかのものが市場中心地と 

して機能した埙命，そこに形成される規模のことなる 

六角形の市場圈がいかなる笊合的パタ一 ンを示すか 

を論じている。このような人口分布を前提とした場 

< ? ,各階層の市場圈とその配肢が，巡木的に名•階曆の 

市場中心地がその周辺に存在するいくつの人丨:丨屮心地 

にサ- ビスを捉供するか，によって決められてくるこ 

とはい5 までもない。即ち中心地の配辟に関する分析 

はこのような人丨分布を前提として考えられる最も蓝 

礎的な勢力四の規模と方句とを決史することを出発点 

とする。 ぼ1 1 1はこのJ:うにして配列された九つの勢 

カ阁パターンのちりかたを例示したものである。ニffi

点は市場中心地を，热点,由点は夫々この中心地に依 

存する人丨：丨中心地を示している。au•点は市場圈の縁辺) 
則ち六角形の® 点と辺に荇在する人丨:!中心地を沿してい 

る）市場圈理論では， クリスターラ- -にしたがって， 

各市場中心地に侬布する人口中心地の総数をK 俯と 

称しているが， 図 i i の第1 例においては，夫々の人 

ロ中心地(姐点〉は矢印で东されているように，最寄 

りのニつの市場屮心地からサービスをうけ，したがっ 

て各市場中心地はその周辺にもつ六つの人ロ中心地の 

うち，その 1 /3 を |:丨己の勢力闼のうちにもつことにな. 
I? • これに市場中心地丨:丨体の人丨丨をも加算することに 

よって， 結局K 値は3 となるわけである。 第 2 例は 

笫 1 例の市場圈配丨S を 9 0度転(D丨したもので市場阖の. 
方向が変っており，各人丨:丨中心地は二つの市場中心地 

によってサ- ビスされる。即ち各市場中心地は夫々周 

辺の三つの人丨:丨中心地をその勢力剧にもつことになり， 

K 値は4 となっている。更に第3 例では市場圈の規楔 

が拡大されK 値は7 となる。 以下この転回と拡火ど 

を続けることによって第9 例までのパタ一ンが得られ 

るわけであるが，結局，K 値は 3, 4, 7, 9 ,1 2 ,1 3 ,  
1 6 ,1 9，2 1 という系列となる。

*.卜心地现論の迪本的丨!y題は_ _站屈i このような站礎 

的な市場中心地と勢力圈の配肢を前提として，夫々こ 

となった嵇類の商品を供給する市場中心地が最低次の 

ものから最高次のものまでいかなる绝間的配股を示す 

かということに他ならない。

4 .4 クリスタ一ラ一の仮説

周知のように，クリスタ一ラーはその中心地の配跤 

パターンを游入するに当って，三つの原观即ち，丨1/場, 
輸送，行政股PJ丨をもちいている。このうち，市場职理 

が前述のK =  3 のパタニンを拖礎とした2R合的パター

 55 ( 1 0 3 5 ) ------
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Brian' J. L. Berry, Geography of Market Centers 
and Retail Diatfibution, 1967. p. 65 .より.„

K = 16  K = 1 9  .
Peter Haggett, Locational A nalysis in

図 1 2 . ク!）スタ一ラ一の市場原理に 
もとづく中心地配踩

K --=21 .
Human Geography, 1966, p. ；119 より。 . - . .*

ンを導出することはよく知られT いる。 図 1 2 はこの 

原坪にもとづく中心地の配置を示したものであるが， 

各喈層の中心地は夫々一つ下の階層に厲寸る3 ヶの市 

場_ と2 ケの中心地をしたがえている‘ クリスタ“ ラ: 
- は全業稀にわたる商品をすベての中心地に供給する 

最高位の中心地が一つ存在するものとし，：以下このパ 

ターンにもとづいて各階層の中心地の規則的配樘を考 

えたが，結局• 各階爝に厲する中心地数はし2, 6, 
18, 58,……，各階層における市場圈は1，3, 9, 27, 
8 1 , という系列で増加することになる。

このような窣つの中心地からの等阳離の地点に一つ 

下の階屑に屈する中心地が立地するという市場原理に 

対して，輪送原观は中心地問の最短距離を尕す姐線上 

の中点に一つ下の屮心地が立地するというものである 

が，これが. Kニ4 のバタ,ーンを兹礎とすることはあ

56(1036) ——
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0 1 1 . 中心地の驻本的配膣パターン

P o @ o
W alter Iserd, Location u.】d Space Economy, 195b，p.270 より。

P. linggctt: Locational A nalysis in Human Geography, 
1965, p. 123 より。
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搬從4掷 热 该 顏 纖 麵 徽 ^ ^ ^ 鱗，傲れ-辦縱、摘。綱舰卿^

図 14, レッシュの中心地配鼢の猶成_
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ッ シ ュ の 中 心 ■地 配 M

( 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7 , 8 , 9 , 1 0  
1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 4 (15-*-***)

( 2 , 5 )  ( 3 , 8 )  (11)  ( 2 , 3 , 5 , 6 , 1 5 )

Krian J. L. Berry j Geography of Market Centers and Retail 
Distribution, 1967. p. 72 ■より。 ! . .パ：

きらかであろう。各階層の中心地はそれ上り一つだけ 

尚V、階丨i iに属するZlつの中心地丨街を結ぶ直線上の中点, 
i!丨丨ち，六角形の各辺の中点に存在するこh になりし 

たがって，各階曆の中心地数は1 , 3 , 1 2 ,  4 8 ,1 7 2  
■•… ，又，市場圈数は1，4 ,1 6 ,  64, 236, .•…•とな 

る。.
行政股理は各階層の中心地がその询辺の 一 3̂下の中 

心地をすべてその支配下に知くというもので，前述め 

K =  7 に該当する。この場合，各階層の市場圏数は1, 
7，49, 3^13,1481,……となる。

このようにクリスタ一ラ一の仮説の大きな特色は三 

つの似;!>丨1によってK 値はt となるが,各原理のもと 

ではこの脇は定数であやことであちう。各原理におけ 

る名階柄とそれにM:する中心地数とは, C を中心地数， 

n を名•沿I Iの階層（砬低次を1番とする）とすれば. 
C)( — Kf lとあわずことができる。

4 . 5 レッシュの扳説

ル場阁配骽丨'；関するレッシ>  め議論の一般的特色 

は，クリスタ一ラr の仮説をより厳密化し，拡張した 

ことにもとめられる。クリスターラーの仮説がk = 3 ,  
K = 4, K =  7 という迆礎的な市場_配餃の三パタ一ン 

のみから構成されているのに対し, レッシュの仮説は，

I]丨J述したK 値の系列, 3, 4, 7, 9 ,1 2 ,“•…をすベて 

川い，规桢と方向のことなる市場圈の茁合的パターシ 

をとり扱っている。：即ち，K = 3 から K —2 5 までの’

市場圏配蹬(市場網）をffiね合せある一点を固定し，す

ベての網をその点を中心に転回する。又，この回転を

ずるに当って，全体をI2 ヶのセクタ一にわけ， 6 つ

のセクタ一にはできるだけ多数の中心地を含むように，

残りの6 セクタ“ には中心地を少数にする。このよう

な操作によってレッシュは各階層の市場中心地の立地

が可能なかぎり多数一致し，しかも中心地丨H丨の距離が

最少となるようなパタ一ンの導出を試みたのである。

図 1 3はレッジュの定式化した市場圏のうち， 4 つ

の市場圈配置の重合的パタ一ンを承じたものであるが，

中心地の多いセクタ一（影の部分）と少いセクタ一と

の対比は明白で、あろう。 又， 図 1 4はレッシュの‘パタ

一 'ィを偷雄な模式図にまとめたものである。@は中心

地の多寡に応じた1 2ヶのセクターを示しており，⑧

は比較的大きな中心地の分布，そして© は⑪の斜線の

部 分 （2 つの毛クタ一にまたがる）を拡大し，そとにお

ける中心地の配置を示したものである。このようにレ

ッ 'ンュの中心地の階層的配置に関する仮説の大きな特

色は，’彼KI身指摘してV'るように， 「完全な市場圈、ン

ステムはすべての原现を考虛する」即ち，中心地の配

磴パクーンは跟二のK 値をもつ一原理によつ て形成

されるものセはなく，むしろその形成ばいくつものK
値によって麻される複数の原理にもとづくと考えたと (22)
とろに求められよう。この結來，ことなった瞄曆に腐

する中心地の配瞪パタ一ンはクリスタ 

比べて， はるかに抜雑となっている。

一ラー.の彼説に 

図 1 5はレック
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市場阖については，

D = s  U  i [ s —h(j)+m t)}m dm } d0 o o
又，他の正多角形（三f t , 正方，六灼形）の市埸圈にづ 

いては，

D = 2?2S J { J [g -h(j)-\-mty]mdm} dOo v o . . 、 . .
となろう。ただし，s は消費.者密度，r は半搔，n it 

多角形の辺数, m は中心から辺の巾点までの距離であ* 
る。 .. .

商席の総利}f/丨はt 、うまでもなく，

R = ^ D - ( F + c D )

となるから，前掲式を f ) に代入し，浈分することに 

よっX，各形状の市場圈の総利澗は次のように示され 

る。 .

lh  ニ 6 S7'2( ~ ^ 9  -  ~ - h j ) —• 7069 f d r ) (公—c) — F

ュのパターンにおける2 セクタ一内の各階鼎の中心地 
の:位 骹 （ヵッコ内の数字は外屮心地の供給する商品の®  
類を最低次なものからより高次なものべと舱列している。 
即ち最大の小心地が各K 値に対応する市場丨頌をもつ全商 
晶を供給するのに対し，その右隣りの中心地は何も供給 
せず， 次は笫3 次の商抓のみ， 次は第2 次と5 次の商品 
を供給する）を示したものであるが， レッシュやバタ 
一ソの极雑他は前揭のクリスターラーのパターンと比 
較すれば明由セあろう。

5. 市場圈现論一一その後の展開

クリスタ一ラ一， レッシュ以後，中心地现論はL、く
つかのかたちで発展させられたが， そ の 主 奴 な 流 れ
は， クリスターラー， レッシコ.理論の理論的深化と'こ
れら现論の経験的検証にあった。特に*前渚について
は，E dw in S. M ills と .Michael R. I a v , I. Tinbei-gen
と H. a  B o ss ,等の研究が】rt祝されなければならない。
これ,らは，. いずれも， クリスタ一フ一，•.レッシュのlb*
典的市場問理論を前提とし， レッシュが.必らずL も明
確化しなかった，需 函 数 の 形 を 明 7ヌ的に仮定するこ
とによって，市場圈の形状と規模，均衡状態における
市場圈配殴のパダーンを論述したものである。

中心地理論の綷験的検証については，. 世界各国で幾
多の研究がなされているが， ここではこれについて詳
述するいとまはない。1961年 の B e r iy と Preclによっ

て発表され■た Central P lace S t u d ie s に は 'jli•界各国の . (3)
検証結果があつめられている。

5 .1 Mills-Lav .モ デ ル _
前述の犁ー商品の市場圈における個別需毁曲線と赀

用丨丨1丨線はその形については何らの規矩も行わなかった
が， ミルズ一 ラヴは，潘观两数，奴州菡数を夫々以下(24)
のように仮定することによって議論を発屁させた。即 

ち，各消费洛の需毁面数は， 
q = g —h (p -\m t)

た だ し q は個人ないし家計の需奴傲， V はM溯偭格 
( / .  a  y .伽格）f は雄位距離3 り褕送奴，m は商炻公消 
毀者との距離である。
又，费用函数は,

C—Flew .
た だ し C は総费用， F は同矩跋川/  c は坩位当り:可 
変费州，•せは販売S である。 •

これらを仮矩することによって，需翦傲は，円形の

R s =  8 sr2( | - 3848 htr^j ( p - c )  - F  

Ra = 12 sr2 一‘ 2027 htr^ ~ F

R,=27r.5r2( - |  - -警 —| )  (> —c) —F
即ち，消竹击密度，耑迚阀数，奴川闲敎を所与とすれ• ’ 
ば，沛店の利潤は店頭仙i格⑶と消妁六の最大到违距 ' 
離 ( r )に依存することになる。•各市坳_ における煅大， 

利潤は通常の微分操作によって吟味するこt がで,> る。

競伞がない場合，商応ら利澗般大化のための丨Ili\?Xをi及 
定し，その俩格で腿入可能な消毀者を対象とし，こ の 」 

とき，市場圈が丨M形となることはいうまでもない。し 

かし乍ら競少が導入された場合，市坳圈め形状は変っ、 

てぐる。このために各市場圈についてキの敁大到述职 

離デのもとに利潤を骹-人-化する価格を兄出し；そ の 結 . 
m i - られる利澗水準をr の两数としてあらわしておく 

ことが便利でちろう。 1
各市場阍について，最適肺格は夫々

Pi ニ- +  ミ一0. 4601か

Ps= -^ r  + -^--0.3826 tr 

P/, == 2̂— 0. 3509 tv

=  2う「 + 去 — 0 ' 娜 3 む

となる。あたえられたr について，価格はffJについて _
59(1039)
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表 3 m 場圈の形状による利澗の相途

市 ： 場 m の 形 状

三 角 形 正 方 . 形 六 角 形
円

饥 大 化 に お け る 利 渦
. 5 4 3 4 ( \ / ! ) • 6 5 3 4 ( へ ， ) . 7 1 2 1 ( ザ )

: •  7 5 0 ベ - 病

) U - 大 利 潤 m  f • 1 0 6 7  i 辛 — s — F , 1 0 9 8 [ - ( g ^ - ^ ] s - F 1 1 0 4 [ ^ 3 ^ ] s - P

W 鉍 小 化 に お け る 利 潤 1 . 0 8 オ ょ ） 1 . 漏 ( ％ / ” 1 . 4 2 4 2 ( —守 ） J .  5 0 0 0 ( 1 , ”

J U 小 利 P J : ■ . 一 が ： ... - F
' '  1

- P

J : . . : : . ィ ン '
. . . / ■ . . . . .  lsdvrin S. Mills and Michael R. Lav ； “A  M6del of Market Areas with Free E n try’’，Jouirnal of Political
ICconomy, V o l.72 ( J u n e  1964) , . より。

嚴火，：-フ灼形について最小である;) この結果を考慮す 

ることに—よって

R,(r)- 1 . 1004s/«t2r4 +  2. 3 9 1 0 s [ - f^ - / ic )> 3 
- f l；2990s-|-Cff-/ic)2j*4- F  .

Rs(r) -  0.5855s/it2r 4 + 1 .5304s[と
+  S士 (gr- / MJ) 2r ' —F

Ra(̂) =  0. 4269s/iiV +  l. 2 1 6 0 s [- i(^ -/^ )> 3 
+ 0. 8660s-|-(gr—/ic)V2~ P  

Rc(r)=--0. 3491s从V  +  l. 0472s[~((^-/w )]r3 
+0. 7854s~-(ff—1ic)2t 2 F

を得るが, ここそ、，莶本となるのは (g~hc) であるこ 

とけいうまでもない。 g - f u C > 0 のときにのみ商店は 

立地W他であるよ、

去 3 は m を最大化する利潤，最大利潤，m を最小 

化する利刺，最小利澗について,ミルズ一ラヴの解を 

示したものである。最大利潤は三角形で最低水準であ 

り，止方形. 六角形の順に上昇し， 円艰で最高とな 

る。w を敁大化する利潤水準も同様な傾向を月;-すが， 

他ガ，利澗最大化を可能にする似ニr を前掲の肺格 

式に埼人すると，店頭価格ば市場圈の形状にかかわり 

なく* 1 ' /
マ。,-ニ_ ダ_ ,  C n r /  q ~ h c \
1 ? h f- 0.25/ q—hc \

\ hi ノ2 \  hi ノ1
• . .. と丨|小- ‘となる。_ ....

とのように，競争のない場合の雄一商品の市場圈に 

阅するかぎり， ミルズーラヴモデルは前述した們形の 

市場阍の成立を支持することに•なる。

しかしながら，競争を導入した場合, 即ち，市場へ

の freo e n t r y を仮矩Uた場合，形成される個々の市

場圈0 形状はどうなるであろうか,:市塲圈配置めパタ

广ンに関する議論において：f ree entry. という磁念の 
J (21) 

存在を明示的に指摘したのはアイサ一ドであつたが,
その蓝礎がレッシュの立地场衡に関する方程式伴系の

構成にあったことゆいうまでもない。即ち，その’立地

均衡匕関する議論において， レッシュは苒つの条件を

提乐しているが, そのうち第二条件'である全空間の利

用，第三条件.そ、ある超過利潤の消滅,第四条件である

市場圏規模の最小化が，最大数の立地を可能にずる菽

本的条件である。前述のように，：レッシュは,このよ

うな条件を課することによって，円形の市場圈が六角

形のそれへと変化するととを指摘しているが， ミルズ

— ラヴの結論はとの点に朗ずるかぎり，必ずしも击典

的理論をそのまま支持しない。

この点に関するミルズーラヴの兒解は次のように袈 (24)
約することゾパできるであろうン表 3 のようK , 最大利 

澗 は R =  z\_{g -  he) yg3l2]s 一 F であたえられるが， こ 

の式において, 右辺の右祺ほF , 即ち固宠费用である。 

したがってR の水準は湛本的に固定費用の水準に依 

存する。free e n t r y による超過利潤Q 消滅という状 

況，R =  0 にぉぃて，，同辺の次項は右項と等しくなら 

ねばならない。しかしながら，F の水準は必ずしもす 

ベての商店が六角形の市場圈をもつことを許容するも 

のではない。六角形の市場圏を雄礎とずる蜂房状バタ 

—ンに全域が分割し得なI 、水準でのF をも考えるこ 

とができる。結局, 1丨,，典的M解は, . 1098[(分，/ic)ヲ 

g Y ] s > F のときにのみ交持され， そうでなv〜場合， 

全域が六角形で完全に分割されることはなく，相接す 

る円形の市場圈によって本たされるととになる。いう

60(1040)

方!
4 >

i
在，i
i

豪 ）

| i

itでもなく，この姑論はfree entryを仮矩しても* 
unserved areaが残ることを主張するものであり，.古 

鼽的理論に関するffi大な修正をつけ加えるものといえ 

るであちう。

もしこの結論が支持されるならば，市場圈の形状は 

必ずしも六角形である必要はない。相接十る円はその 

一辺がニ円の接点と芷接する正n 角形で近似するとと 

ができるから（ただし？i は 6 の住意の倍数）市場圈配置 

のパタ 一 ンはとの.よ.う'な特性を’もつ正n 角形を:基礎と. 
したパ タ ー ソ となることが考えちれる。いうまでもな 

く， この場合， 最大利潤は六角形に関する， .1098  
K g - h c r i g H ^ s - F t円形に関する. 1104[(夕一/ば /め 2]
S - P との中間に存在十ることになろう。

： .、 ; ....

5- 2 Tinbergen—Bos モ デ ル 、

ミルX — ラヴのモデルが単一商品の市場圈配說につ 

いて展開されたのに対し，ティソバ一ゲン一ボそのモー 

デルは，多数商品を供給する市場中心地の配置虼つい 

ての彼説であるといってよかろう。 即ち , 1961年と 

64年にティンパ—ゲンは二つの論文を書き， そ の 中 

で中心の階層に関する一つの仮説を提出したが，ポ 

スがこれを更に発展させてレクリスターラー,レッッ 

ュの系譜の中に位置づけたものである。ボスはミルズ 

一ラヴと同様，雄純な生産函数を仮定することによっ 

て萆ー商品の市場圏の形成について議論を展開してV、 
るが，ここでは, それにふれず，専ら中心地の階層的 

配置に関するモデルについて述べることにしたい。

ティゾバ一ゲンの取扱った状況と問題は，次め通り 

に要約される。即ち,いま痪業人口の均等に分布する 

向贸平面を飯定し，ここに垠ー槌類の商品を供給すぁ 

商店が* 地するものとしよう。各業種には単位当り販 

売费用が最少となるような最小規模があり，これは向 

ニ業顧に厲する全商店について同一セある。商品ら価 

格は均一であり，輪送费は商店が负担するものとす 

る6 各消费者はその所得のa0% を農産物購入にぬ名 

をとれら商店を通じて販売されるH 禅の商品（ん= 1，2, 
……H ) の購入にあてるものとする。 全域の所得Y を 

あたえられたものとするならば， h #  @の商品に対す 

る総需要は一*義的に決走され, したがって，各商店め 

规換をザ定 (最小規換）とするならば， その商丨品を供 

給する商店総数C もまた決矩される。いま，各業槌 

をその商店数?!a にしたがって

と顺位づけ,もしW くnh"ならば!ゾ赉问の業種は

h'1 ?Tr |：| の業祯よりな次で去>るといい，もし. n h ^ n ^  . |
，ならばより低次であるとしよう。 1 报丨:丨の業祯は最低J
次，H # i a の樂嵇は最益次であんこのような状況を |
前提として，ティンバーゲンの提出した問題は，贼 売 I
費；TIと_ 送赀用を蟫小化するような形で，ぃくつかの. |
業稲をまとめて中心地を構成するにはどうしたらよいI
かr 即ち，中心地の数，各中心地における業沌桃成* 1
そ.レて各中心地の立地はいかなるものになるか，，と.い，

うことであった。その.第一論文でティソバ一ゲンが提

出した仮説は，. このうち，前二者にっいて解をあた夂 (40) ‘

るもめといえよう。即ち，彼の伖説は，次の二っの命- •=
.題から成* している。 .

1 . 九番13の業嵇をもつ中心地はそれより低次の企- 
業種を もっ。

2 . 各中心地’にはそとにおける最高次の業祯に城す'
%商店が一っだけ存在するが〗この業视のみが他.
の中也、地にその商品蚤換給+ •ることができ他の企 

業種ぼ中心地人只にサ” ビスする。

仮説は極めて卑純であり, したがづて游出される中- 
心地の階廇偁成も極めて雄純である。 仮説から，中心、

地の階層の敎は業種数と一致するがv 第一次，即ち，’
最低次の階潜め各中心地はそれ向休と別辺の農栗人ひ- 

.に商品を供給する最低次の業槌に厲ナる商坑を一っだ’
けもち, 農産物を煳辺に，他の全商ふVをより《次の中1 . 

心地に饫存している。第二次の階層の中心地は第一次 |  
の中心地と農業人口に商品を供給する第二次業柿の商f' • I  
店を一つとf:l己にサ“ ゼスする绾ー次の商沾から成づI  
ている。：…• .階屑が高次になればなる程中心地数は減’ 1  
少V，最离陪層め中W地は一っ，そこには全業饨の商！ |  
店が立地し最高次の業嵇に厲する商坑が企域に商品を• ■ 
供給している。 • -

これがティノバ—ゲシの中心地階屑であるが， MM 
Y, ««, «., am  H ケの# をあたえることにより，• . 
各階瘤の中心地数とそめ業嵇構成は容易にあたえられ 

ることになる。 、

ティ ' / バーゲンはその飨ニ論文の中で，いかなる条：

件のもとでこの彼説が輸送贤最少化と拈びつくかも考 ’ 
察している /i , ボスの法デルは , 站本的〖こ，とれら’ニ . . 
つの■論文に东された .ティンバ—.ゲンのアィディアを宛 .
展させナこ:も の と い え る 。 表 4は ボ ス の モ r ル を 敁 も 琳 ' 
純 な H - 2, K= 3 如 ち ゴ 業 種 , 雜 屑 働 の ヶ 一 フ、 | 
に つ い て 方 榀 式 体 系 と し て .ま と..め た も の で あ る が ，Y , I  
如 ル は 所 孕 で あ り ， し た が っ て 13ヶ の 米 知 数 Y°, ’屢 
Y*, V, E9y E1,E 2, 见  Eis, E23, n\ n\ n\ nvu j

— -61(1041)一
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表 4 中心地配置に関するボスの方程式体系 

01=2, K = 3 ) .
p ° = a r o (Y ~ Y 0)
E ^ C l-rtO Y 1
E2= ( l - a - 2)Y2
E ，屮

(» 。+ 叫+ » 3 = 1)
EM -E3, = 叫 (Y° I-Y2) 
E 2-|-E3 が  J Y o + Y 1) 
Y°-«r0Y
Y'^W.— Y«i
Y2: - ん .れ v-OC2 Xn2

移出(入)函数

移出入均衡式

所得定義式

企梁数一中心地数関係式

\

U i4 +  ?i3= » 2 
各記りの一般的表示は次の通り。

Y 総所得' ：

V 業槌がの総生産 (所得) ( / /  =  0, 1, 2, ‘H)
Y * 階潜んに屈する金中心地の総所得 ( A = l , 2广 … .，K ) ‘
« * 業押: 々の:R小規模6 企橥数 

n * 階屑k の小心地総数

階摺んの全中心地当り/槌の全粜数 

K/ ’ 斷れの全中心地のA '商品め総移出iil：
(記-'，妹示の便:6：上.，V0番.Hの乘釉は農業と.し，■:階層0 の中心地から供給されるもの'とする。.，ただ:しnk 
と〜Aは •* =  _!, 2 , 々にめみ適用される） ,

を食む1 1 ヶQ 方程式が打:在するが, n3 とル3 は最 

:後の 2 つの方程式にのみあらわれるから，これを別に 

：' 极えば, 1 1 ヶの米知数と9 ヶの方程式, 4 ヶの未知 

数と 2 ヶの方积式があることになる。両者とも丨;1山度 

，は 2 であるから，V と nz を封山変数として採択し， 

v2ニn2hh  ( 0 «  v7< X ) とすれば， 最適 

，解を求めることができるわけである。

ボスは，この七- /ルを丛本にして，夫々測矩方法の 

ことなる三つの輪送妓概念を導入レ》夫々の輸送赀を 

M 少化するという条件のもどで，中心地の階層_ 段 

の問題を取扱っているが，そこにおける主敗な結論は， 

''輪送效が丨小:離に関係なく，■取に商品によってことなる 

迎货率と輪送；̂のみに肺 •するという非常にijl純な場 

合をのぞいて，丨丨丨心地の附攒的®置に関する最適パタ 

ーンは必ずしも一荔的に決定し得ない。特に，距離を 

導入した輪送竹を規準とする場合,锻適配跹ば各商品 

，の迎货爭と各屮心地の菜邡偁成に阅する数倘に強ぐ依 

布するということであった。

6. 経験的琪実と理論の結合
、

煎節までに，费問における消费渚行動と中心性とV、 
う■ことを湛本テーマにし"t いくつか.のマ一ヶティング 

地理学!^帰属すると思われる経験的な諸事庚と理論に 

つぃて, その系譜を迪ってみたが,これら両渚は相互 

i こ全く無関係に発股してきたものではなく，むしろ密 

接な思考的交渉のもとに夫々の分野で発展してきたも 

のセある。この想味で前節までに述べてきた諸法則，

諸理論はすべてより大きな概念的体系の中に内句可能 

なもので屯る■；この辦実を強調するために，ここでは, 
B eckm anと鈴木の研究とBaumol and Ide Q 研究を 

とりあげてみたぃ。ベックマン，鈴木は夫々経験的事 

臾としての舶位一規榄法如の発生機描を中心地观論と 

の阅述で:解釈したもの，又，ボウモールとイデの研亦 

は，必ずしも，このような意図を叨乐的に、つてぃた: 
わけではなし、が，その理論的過程によって導きだされ 

た結論がライリ一の小売リ丨力の法則と密接に阅述する. 
点からいらて，刺味,あるものといえよう。’

Q2X1042)
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6 . 1 順位一规模法則と中心地1 !論

. これまで古典的な中心地理論の現代的解釈について

概述してきたが，ところで，3 . 1 で述べた都市に関す

る経験的没ミ則，順位ー规校法則とこの中心地理論との

関係はどうであろうか。ジ 'メプがクリス.ターラーの理

論を知っていたことは，その著作に彼の文献をリ丨斤〗し

ているこ，とでもあきらかである。又，雨渚の見解が非

•常に.よく..似ているととも，既にVining, Hoover, Berry
等によって指摘されている。しかしなが!> ，この両渚

を最も屯純に，しかし明解に結合したのは，おそらぐ

B eck m a nの業績であろ.う。. ベ 'イクマンは， レツ 'ン:上
的な间質平而に均等分布する人丨-rを想足し， .ことに最

も低次のサ一ビス機他を梨す中心地から敁も高次のサ

一ビス機能を來す中心地が近作的に分布する場合，各

中心地の階層区分はいかなるものになるかを示すモデ 
(8)

ルを提供したのである。

ベジク谷ンのモデルは, 迤本•的に次の二つの.侮説に 

もとづいている。 ‘
(1) 中心地人口は市場圈入口 (中心地人口¥ 含む) !こ 

比例する。 ‘
( 2 ) 各階層（最低階のものを除いて〉cp中心地は夫々 

一つ下の階層C 属するニ定数の中心地をしたがえ 

ている。

m 赉 @の階層の中心地人口を f m, これに依存する 

市場圏人P を PM であらわすならば,これらニ前提は 

JJm = ゐ P  m 
Pm =  J)m +  sP„,-i 

でらわされる。ただしk は比例定数，S は一つ下の 

階層の中心地の敫である。代入によって，後式は 

P„, =  A：.P1rt+ s P « - i ,
' とな:る。，P M—A;P，,, =  sP„,-i; P „ ( l—W =  s P „ - iであるか

学 界 肢 m
結局，各附屈の市場圈人r丨と中心地人u は夫々

p Mニ ， 一 1- 1

ら Pm

1 ~k
1— 】 

'P れl—2
であり， 51 に P«l-1 +SPj?i-2

であるがら，結局 Vvl 

p ™-2 =  _ ■• p ,

"P m-1 ̂l - k  
となる。第一階1 一k  j  A m £ \  l ~ k

即ち最低階の市德圈人ロは, 農村人ロをブとすれば, 
Pi =-?*+?)!で岁)るが 

外 lc (r\-p i)
1\ kr

1一ん 
であるから

P i-r - l- fk
l - k  1 —fc

となろう。

P«.;
l - k .

k rsn
l - k  ~ ( X -k ) '

(1 —fc)M
となる。即ち，中心地人丨:1 と市場圈人ロはともに中心 

地階層があがるにしたがって指数函数的に助火する。 

垧加率を規矩する迪因はa  k, s であり， いま， m  
m の上限をN とするならば総人p  P が N  #  I Iの中 

心地によってサービス:される■ものと.すれば

c»Â 一1 ■«,r s \

であり， これから ぃ

(1—んパ”
デ= 下 「 p

又，

N —log(Ps/?^)/log(s/l—k)
が導出される。史に，中心地の総数を T  t すれば

sぬ 一 1T = l + s + s 2 + + s w:
となることもあきらかであろう。 '

このようなモデルにしたがうかぎり，中心地の階層 

パターンは，次のようになる。即ち最火都7Kが 1 ヶ， 

次の階層にs i , その次め_ 層に s2 ヶとなる。...’
. 表 5 は, ベック.マンの仮説にもとづく中心地の階屈 

パターソの一例を示したものであるが，この埙☆ ,第 

一階層の中心地からサ— ビスをうける尥树人ロは 

1 0 0 0 ,中心地人ロゆサ一ビスをうける総人丨:丨のU2, 
そして，第二階厝以上の中心地は夫々その次の附屑に 

厲する兰つの中心地とこれら中心地によってサービス 

をうける人口をその市場圈人ロとしてもつものと仮矩

されている△第一階層め中心地人口はで

表 5 中心地階爝パターンの-•屯例

1000

階 層
中心地人口

各中心地の 
依 存 人 n 中心地数

1 1,000 2,000 243
2 6, 000 12,000 81
3 36, 000 72, 000 27
4 216, 000 432,000 9
5 1,296, 000 2, 592, 000 3
6 7,776, 0001 15,552,000 1

s = 3 k — 0.b r ~  1000 N ~ 6
Hugh 0. Nourse, Regional Economics, 1968, 
より， .

p. 41
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第二陪赝以上の中心地人口はその一つ下の階屑の中心 

地人n を ( s j \ —k )估 （このケースでは6 ffi) したものと 

なづている。

s さて* このモデルにおいて，都 市 （中心地）の順位 

—规拟を検してみ ‘よう。般大人口をもつ中心地を--  
位， 次に大きい人口をもつ中心地を二位,以下同様に 

/ して最小の中心地にまで順(ケをつけることにしようd 
ところで，各階潜の中心地は同一規模であるから，こ 

'れを級別にすれば，n 赉 1：1の級にMする中心地のうち，

. :设初めものの順位は l + s 2+ ...... .•+ s ”_1+ 1 = (S”一1)/
fs—1>-ト1，同級の中間のものの順位は, [(sn—l)/(s—1)]
+Sヴ2 (ないしそれに餃も近似の整数）となろゲ。いま，

，このn #  |：1の級の中位都市の順位を

i - | — 玉— )
ハ 2 卞 s - 1 ノ

で近似するとすれぼ，その，雛 は ，前述の通り 

ゐ 一 ，卜1 . k r  (  s  Y ~ n
VN- n~

であるから，航位と規模の狖は 

~c(l~k)~n
となる。ただし c は矩数セある。もし k が 1 に比較 

して相対的に小さければ(1一た)-*1 とな\)ごれま 

た定数と考えてよい。即ち，都市の衂位と規換の掼は 

.徒数となる。. したがって，w 潘丨:彳の級の中位を占める 

屮心地について，都市の順位，規模に関するジッゾの 

命題は现論的衷づけを得たことになる。

ところで，これまでの議論ではs /0  - k ) は矩数であ 

るとされ，したがって，闾ー階厝に厲する中心地はすべ 

て同” 規换が仮矩さ.れたが，これは,矩数というよりは 

むしろs / ( l —k)を平均値として変動する確率変数とし 

て仮定するほう‘がより妥当であろう。即ち，この場合，

决 5 にみられる第二階層の中心地の人ロ 6, 0 0 0は8 1 ケ 
の中心地の乎均とL て考えられ.各中心地の人ロはこ 

の俯のまわりに確率的にバラツタことになる。闷様な 

ことが飨3 , 第 4 … …等より高い附居についてもいえ 

■るわけであり,各階層内のバラツキは附摺が商 < なる 

にしたがつ て大となる。この結见中心地は各陪屑内 

でことなった順位をもち，かつ，各階/ダ/ も相；：/丨:に；®複  

し，前述した順位づけにおける級別は消失することに 

なる。即ち，中心地0 数，附摺数が十分に大きい場合，

順位ー规模丨丨丨I線は迪続的なものとなり， c (1 - k ) — ”は

一 - . -— Q^{(1044)

すべての中心地にあてはまるものと考えられる。

このベックマンのモデルに対比さるべき我が国にお

ける般近の柒級として1965年鈴木啓祐氏の捉出した

モデルをあげるべきであろう。鈴木は既に19 6 1年我が

国の 5 5 7市を対象にして順位- - 规撗法則を適刀] し，人

口移動の而から法則の発也機偁に閲する；1}丨!論的考察を

行つたが，とのモデルでは，中心地の翁/ R，成長に関 
V . (38)
するいくつかの前提を邀礎にして法則を説明している。

鈴木モデルの前提は以下の通りである。

⑴ 時 点 ら ( V = l ,2, •••“ ‘.）に新しい中心地がViヶ 
成立し， これら中心地の人口は夫々 

2 ,…，j ~ l , 2-- V i ) とする。ただし fMjは “• に成.. 
立した如ヶの中心地のうち i 雅 |:1«Dそれに特有 

の係数で正の整数とし，P ' は矩数である。

⑵ 各 中 心 地 は 時 点 ム か ら tuy  ̂ での期丨⑴に知P *  
だけ人 n を変化させる。 たがし如 : は 時 点 “ に 

布在する全中心地のうち / 都 |f|のそれ特有の係数 

である。 、

( 3 ) 時 点 h では， ，に無関係に殻小人ロ P * 奪も 

つ中心地のいくつかが夫々共通の2P* の中心地 

1 ヶの機能を必要とし，人口 2P* の中心地のう 

ち，いくつかM夫々共通の人r」 3 P * め中心地1
ヶの機能を必驭とし，  人 " wP* をもつ中心

地のいくつかが夫々共通の人口 (7J+1)P* をもつ 

都市 1 ヶの機能を必要とするものとする。 ごの結 

梁，時点 U における人 l:i n P * の中心地数N(«, i)
(t =  l , 2 ,……）は ‘

パ）= N (l," O r T 1(1+抝 
となる。，ただし， ん ■は時点 < 特心•めパラメ'一タ■一で 

ん> 0 とする。

これら前提の意味するところはあきらかであろうa ノ 
即ち，前捉⑴⑵によって，時 点 U において徉在する 

全中心地のうち， k  #  1:1の中心k  Ci k の人口は’ 7iikP* 
t なリ，前提⑶はこの n .d 1* を雄礎に:し't ，中心地 

の附摺配肢に開する】丨1.純な规則をあたえたものであるa 
即ち，人ロの大きい中心地ほどその数は少なくなる。

ところで,现奭にこの規則が成立しているならば人 

口规换にしたがって，中心地を順位づけた.とき，. A  f t 
w P * の中心地のもつ敁大順位？̂号 R 'は

R = 2  N(«,-i) =  U  N n ^ )X -< 1+Ai>,

である。《が火きければ， . '  :
R *?f N ( l ,伽べ1+スり心 •

事
し十，

華

r

^

l
 

く

v
r
-

「

き

で あ る か ら ム と す れ ば

となる。中心地人口 P は 

P -n P *
で あ る か ら と + れぱ

K^AP-^*

となり，义i~l s 分 '-..Ar^~?=K と..すれは4.
R9P 与 K 

を得ることができる。

この鈴木:t デルの特f t はなによりもまず，前提⑶に 

おけるグリスターラ一的な中心地配脸の规則の明乐的 

撙人にもとめられよう。R は人丨J P 以上め中心地数 

に他ならないから;
R -F (P )-= /fcP ~ ^  . く

とし.:これを対数変換して，

… 包 F(P).= —/iflogP十/ ; :
とす.る.ことが.でき，よう...。:.，即ち，. . 中心地人丨:r _ P の対数 

と人口 P 以上の中心地数め対数との問に線型関係が 

ある。’ このことから，前提⑶が成立すれば前掲式が 

成立し,‘この結果順位一規模法則が成立するといえよ 

う。ただし中心地人ロは最小値P * と最大値P* * を 

もつから，前 掲 式 は の と き に の み 成 立  

する。 ’
鈴木は 1961:年のセンサス結來をもちいて，この関 

係を実測し， の範|出 内 で . : ' 
log F(P) = 十.1 .362 log P + 8 . 8 4 5 (r -0 .993)(38)

という寧果を得ている。 ■

6. 2 ホウモ一ル ♦イデのモデル：

ベックマ 'ィや鈴木のギデルが，経験的3打突としての 

順位一規模法則をクリスみ一ラ一の則論に甚礎を既い 

て説!Wするという明示的な意因をもちていたのに対し， 

ボウモールとイデのモデルは必ずしもライ1；“の法則 

を説明しようとする意図をもたずに展卵されたにもか 

かんらず，結來的には，これを支持するという形にな 

つている。即ち，ボウモ一ルとイデの-1：デルは本来， 

小売市場圈と敁ぞろえの問題を在炖符理との[M]係で解 

決をはかったものであり，消赀杏の購H 性叫を仮宏し， 

この抑m 性向にもとづく買物に関する最大距離を求め, 
史に，この煅大距離をもとにし't , 人丨こ丨密度に関する 

一矩の伖矩のもとに，総潘奴跫を得て，在邱贤州を合 

む総奴州® 数との関係で利潤を沿:出している。

個々q 消赀老の購贸性昀は次のように矩式化され

る 0 . . . . . . . .
/ (N ，D) =  u{p(N)] - v(CjD十C ^ N + C .)

ただし，；p ( N )は消费渚が品EJ数 N をそろえている 

店舖で滿圮のゆく貨物をする確率，w は. r(N) に阅し 

て消贤渚のあたえる主輯的ゥヱイト， D は距離，Cj 
は筚位距離当り輪送釣，C n は混雑その他，必喪とす 

る買物をするねめの致用で，店舖の规校に依存する* 
a は他の買物を考傲にいれた機会费用，そしてv 
これらに関する:3:観的ウヱイトである。

N のあらゆる値に対して，それをこえては消赀渚が 

特矩の店舗で買物をすることがひきあわない最大版離 

r が存在する。これは / (N，D ) = 0 とおいて得られる 

次式によって示される。

+C .)

品肖数の坳4丨丨が消赀者の吸引にif i贺であり, 消奴渚の 

来店.に必袈な最少舳丨I数は跟離の増大につれて増加す 

るが，最適品H1数は距離とは独立である。

店舗の販売傲は辺の人口密度と跑離D における 

/ ( N , D ) に依存するものとして， 総谣耍贽は，人口密 

度 s — 定の仮足のもとに

2n r  ' . . . . ニ. . . . .

5 {![(卿(N )—ャ(C «V N + C f)—vCrfD]DflJD)妨o , . . . .
^  -  vQdf \

しかし .

_  w p (N )-t;(C „ V N + a -)  
r ~  vCd '  :

であるから .

K ^ h v C d n s r 3
となる。

もし人口密度が一走ではなく， 店舗の立地点で最大 ， 

距離にし’たがって S / D で減少するものと仮宠するな， 

らば，

. = 2ns {c^jXN) ~ v (G n V K +  C,-)D
—vCdKsr2 '

となる。' . , :  .
この両者において，総徭毁iftはともに最大趴離r  Q . 

函数である1K ’ 人W密坡一定の場合はr の三乘，.人口 

密度が小心から周辺に減少ずる場合は，r のニ乘なと 

もに変化する。この後诸がライリーの第1 法則と密接 

に仪丨迪することはい6 までもないであろう。见に，屮
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心地理論と丨对述してこのボウモ一ルとイデのモデルが 

臟さるべきは，中心地，とその勢力問との阅係が中心 

地において提供される商品数と密接に関連することを 

明示的に示したことであろう。ベリ一はその米国ァイ 

ォソ州における中心地に関する突証的研究にもとづい 

て* 価格, 距離が同一であるにもかかわらず，大規模 

な中心地がより大きな勢力圏をもつのは，それがボウ 

モ ー ル と イデの購買性肉，即ち，消费者が多丨ゴ的の買 

物動機を満足させるからた:と指摘しているめはこの意 

味で興味があ!)，今後の発展方向を示すものといえよ 

. う 。 ' . . 一 ：. . . . ， ‘. ' : ' . : . . : ' '

7. 結 ひ♦

以上，空問における消赀者行動と中心性をテ ー マ に  

して，小売店舖どその商圈，.中心地と勢力圏にっいて 

既亦の研究成采をまとめてみたが，：紙数の関係からい 

くつかの瓜毁な貢献を割愛せざるを得なかった。その 

うちでも，特に，最近の大都市地域の発展とそれにも 

とづく消毀渚行動の変化，大都市地域における中心地 

とその勢力圏の配置，更に，これと関速して最近急速 

に犖展しっっある物的流通の理論logistics, X ,やは 

り最近注H4を浴びっっある消錢者行動に関する確率.モ 

デル等にまで言及するいとまのなかったことは残念で 

ある。これらについては，又，別の機会に詳述したい,
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